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1. 平成28年9月期第3四半期の連結業績（平成27年10月1日～平成28年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年9月期第3四半期 10,771 △19.4 △145 ― △182 ― △361 ―
27年9月期第3四半期 13,363 11.9 368 362.0 315 ― 32 ―

（注）包括利益 28年9月期第3四半期 △318百万円 （―％） 27年9月期第3四半期 75百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

28年9月期第3四半期 △25.85 ―
27年9月期第3四半期 2.35 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

28年9月期第3四半期 14,334 3,231 22.5 230.96
27年9月期 15,138 3,549 23.4 253.70
（参考）自己資本 28年9月期第3四半期 3,231百万円 27年9月期 3,549百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年9月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
28年9月期 ― 0.00 ―
28年9月期（予想） 0.00 0.00

3. 平成28年 9月期の連結業績予想（平成27年10月 1日～平成28年 9月30日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 15,500 △11.1 △125 ― △200 ― △370 ― △26.44



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、添付資料Ｐ．３ 「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
  この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に
対するレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
  本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等はさまざまな要因により大きく異なる可能性があります。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年9月期3Q 14,197,438 株 27年9月期 14,197,438 株
② 期末自己株式数 28年9月期3Q 204,806 株 27年9月期 204,506 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年9月期3Q 13,992,732 株 27年9月期3Q 13,993,439 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済環境は、内外需ともに力強さを欠く状況で推移し景気の足踏み

が長期化する様相と見られていたところ、６月下旬の英国国民投票におけるＥＵ離脱の結果を受けて、為替市場で

は円高が進行し、株価も大幅に下落するなど先行きの不透明感が増大する状況となっております。 

 このような状況のもと、当社グループは営業利益率の向上を目標に、顧客ニーズに応える戦略的な提案営業力の

強化と採算性の強化、コストダウンに取り組むとともに、販売費及び一般管理費の圧縮などの諸施策で収益性の向

上に取り組んでまいりました。しかし、施設機器分野と機械装置分野の両セグメントとも、数多くの大型案件を有

した前年第３四半期連結会計期間に比べ、当四半期は特筆すべき大型案件が少ない状況ながら、前々期の第３四半

期連結会計期間を上回る売上高を確保したものの、上半期までの落ち込みを挽回するには至りませんでした。 

 当第３四半期連結累計期間における当社グループの業績は、売上高10,771百万円（前年同四半期比19.4％減）、

営業損失145百万円（前年同四半期は368百万円の営業利益）、経常損失182百万円（前年同四半期は315百万円の経

常利益）、親会社株主に帰属する四半期純損失につきましては、繰延税金資産の取崩しによる法人税等調整額138

百万円を計上したことにより361百万円（前年同四半期は32百万円の親会社株主に帰属する四半期純利益）となり

ました。 

 なお、第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13

日）等を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」、「四半期純損失」を「親会社株主

に帰属する四半期純損失」としております。 

 セグメントの業績は、次のとおりであります。 

① 施設機器 

 施設機器分野におきましては、最先端の研究環境情報を発信する情報機関誌「ラボデザインプラス」の新号発

刊や展示会への出展など顧客接点の増大に努めるとともに、きめ細かい商談による成約率向上並びに来期に向け

た商談開拓に注力いたしました。 

 業績につきましては、売上高5,955百万円（前年同四半期比27.5％減）、営業損失117百万円（前年同四半期は

455百万円の営業利益）となりました。 

② 機械装置 

 機械装置分野におきましては、医薬市場展示会への出展を行うなど新規商談開拓に注力しました。セグメント

全体として販売状況は手堅く推移しましたが、顕著な大型案件を有した前年比では売上高が減少する結果となり

ました。連結子会社における受託分野は、上半期に続き売上・利益とも堅調に伸ばしております。業績につきま

しては、売上高4,815百万円（前年同四半期比6.4％減）、営業利益394百万円（前年同四半期比19.4％増）とな

りました。 

 

（２）財政状態に関する説明

 当第３四半期連結会計期間末の資産につきましては、前連結会計年度末から804百万円減少して14,334百万円と

なりました。流動資産は前連結会計年度末から567百万円減少し7,891百万円、固定資産は前連結会計年度末から

234百万円減少して6,432百万円、繰延資産は２百万円減少して10百万円となりました。 

 流動資産の減少の主な要因は、受取手形及び売掛金が1,175百万円減少したことによるものであります。 

 固定資産の減少の主な要因は、有形固定資産が85百万円、無形固定資産が161百万円減少したことによるもので

あります。 

 負債につきましては、前連結会計年度末から486百万円減少して11,102百万円となりました。流動負債は前連結

会計年度末から360百万円減少して5,639百万円、固定負債は前連結会計年度末から126百万円減少して5,462百万円

となりました。 

 流動負債の減少の主な要因は、支払手形及び買掛金が474百万円減少したことによるものであります。 

 固定負債の減少の主な要因は、社債が109百万円減少したことによるものであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 連結業績予想につきましては、平成28年４月25日に公表いたしました通期連結業績予想から変更はありません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分

変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上す

る方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な

会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表

に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持

分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会

計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事業

分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から将

来にわたって適用しております。 

 これによる損益に与える影響はありません。 

 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を当第３四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以降に取得した建物附

属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

 これによる損益に与える影響は軽微であります。 

 

（２）追加情報

（法人税等の税率の変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正）

 「所得税法等の一部を改正する法律」（平成28年法律第15号）及び「地方税法等の一部を改正する等の法律」

（平成28年法律第13号）が平成28年３月31日に公布され、平成28年４月１日以後に開始する連結会計年度から法人

税率等の引下げ等が行われることとなりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法

定実効税率は従来の32.3％から平成28年10月１日に開始する連結会計年度及び平成29年10月１日に開始する連結会

計年度に解消が見込まれる一時差異等については30.9％に、平成30年10月１日に開始する連結会計年度以降に解消

が見込まれる一時差異等については30.6％となります。

 この税率変更により、繰延税金負債の金額（繰延税金資産の金額を控除した金額）が8,835千円、法人税等調整

額が8,752千円それぞれ減少し、その他有価証券評価差額金に与える影響は軽微であります。

 また、欠損金の繰越控除制度が平成28年10月１日以後に開始する連結会計年度から繰越控除前の所得の金額の

100分の60相当額に、平成29年10月１日以後に開始する連結会計年度から繰越控除前の所得の金額の100分の55相当

額に、平成30年10月１日以後に開始する連結会計年度から繰越控除前の所得の金額の100分の50相当額に控除限度

額が改正されたことに伴う繰延税金資産の金額及び法人税等調整額に与える影響はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年９月30日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,242,696 2,656,411 

受取手形及び売掛金 3,869,388 2,694,356 

電子記録債権 552,067 546,994 

商品及び製品 690,695 844,050 

仕掛品 187,529 246,952 

原材料及び貯蔵品 370,410 339,563 

その他 552,233 567,614 

貸倒引当金 △5,960 △4,320 

流動資産合計 8,459,061 7,891,622 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 1,580,503 1,507,519 

機械装置及び運搬具（純額） 114,846 103,960 

土地 2,666,983 2,666,983 

その他（純額） 499,205 497,241 

有形固定資産合計 4,861,538 4,775,704 

無形固定資産    

のれん 218,359 192,156 

その他 564,463 428,716 

無形固定資産合計 782,822 620,872 

投資その他の資産    

投資有価証券 36,927 19,748 

その他 987,185 1,019,277 

貸倒引当金 △1,655 △3,362 

投資その他の資産合計 1,022,457 1,035,663 

固定資産合計 6,666,818 6,432,240 

繰延資産 13,111 10,347 

資産合計 15,138,991 14,334,210 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年９月30日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,319,280 1,845,254 

電子記録債務 887,412 875,608 

短期借入金 1,394,849 1,679,674 

1年内償還予定の社債 178,900 174,700 

未払法人税等 35,553 45,968 

賞与引当金 226,589 162,602 

製品保証引当金 23,590 18,211 

商品改修引当金 63,191 － 

その他 870,669 837,623 

流動負債合計 6,000,035 5,639,642 

固定負債    

社債 462,750 353,450 

長期借入金 2,895,569 2,927,628 

役員退職慰労引当金 145,737 88,123 

退職給付に係る負債 1,189,325 1,221,043 

資産除去債務 42,534 43,001 

その他 853,092 829,592 

固定負債合計 5,589,009 5,462,838 

負債合計 11,589,045 11,102,481 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,387,182 1,387,182 

資本剰余金 1,116,886 1,116,886 

利益剰余金 1,432,939 1,071,171 

自己株式 △60,893 △60,954 

株主資本合計 3,876,115 3,514,286 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 13,627 5,679 

退職給付に係る調整累計額 △339,796 △288,236 

その他の包括利益累計額合計 △326,169 △282,556 

純資産合計 3,549,946 3,231,729 

負債純資産合計 15,138,991 14,334,210 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年10月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年10月１日 
 至 平成28年６月30日) 

売上高 13,363,836 10,771,725 

売上原価 8,878,725 6,974,765 

売上総利益 4,485,110 3,796,960 

販売費及び一般管理費 4,116,559 3,942,014 

営業利益又は営業損失（△） 368,551 △145,053 

営業外収益    

受取利息 472 371 

保険事務手数料 4,164 3,849 

助成金収入 1,629 3,640 

貸倒引当金戻入額 1,808 － 

為替差益 － 6,581 

その他 16,566 12,027 

営業外収益合計 24,641 26,469 

営業外費用    

支払利息 51,421 45,803 

手形売却損 10,015 7,262 

その他 16,272 10,904 

営業外費用合計 77,709 63,970 

経常利益又は経常損失（△） 315,483 △182,555 

特別利益    

固定資産売却益 14 399 

投資有価証券売却益 9,744 － 

投資有価証券償還益 － 10,045 

保険解約返戻金 33,195 11,168 

負ののれん発生益 26,710 － 

商品改修引当金戻入額 － 13,565 

特別利益合計 69,664 35,180 

特別損失    

固定資産除却損 6,032 － 

固定資産売却損 0 － 

商品改修費用 103,568 － 

商品改修引当金繰入額 150,000 － 

特別損失合計 259,601 － 

税金等調整前四半期純利益又は 

税金等調整前四半期純損失（△） 
125,546 △147,374 

法人税、住民税及び事業税 91,310 76,372 

法人税等調整額 2,410 138,021 

法人税等合計 93,721 214,393 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 31,825 △361,768 

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △1,074 － 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は 

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） 
32,900 △361,768 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年10月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年10月１日 
 至 平成28年６月30日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 31,825 △361,768 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △1,109 △7,948 

退職給付に係る調整額 44,927 51,560 

その他の包括利益合計 43,818 43,612 

四半期包括利益 75,644 △318,156 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 76,718 △318,156 

非支配株主に係る四半期包括利益 △1,074 － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

  該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

  該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成26年10月１日 至 平成27年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 調整額 
（注）１ 

四半期連結損益 
計算書計上額 

(注)２   施設機器 機械装置 計 

売上高          

外部顧客への売上高 8,217,305 5,146,531 13,363,836 － 13,363,836 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － － － － 

計 8,217,305 5,146,531 13,363,836 － 13,363,836 

セグメント利益 455,307 330,073 785,380 △416,829 368,551 

（注）１．セグメント利益の調整額 △416,829千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社

費用は、主に事業セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（重要な負ののれん発生益）

 「機械装置」セグメントにおいて、連結子会社である㈱昭和化学機械工作所の自己株式取得により、負

ののれん発生益26,710千円を計上しております。なお、負ののれん発生益は特別利益のため、セグメント

利益には含めておりません。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成27年10月１日 至 平成28年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 調整額 
（注）１ 

四半期連結損益 
計算書計上額 

(注)２   施設機器 機械装置 計 

売上高          

外部顧客への売上高 5,955,842 4,815,882 10,771,725 － 10,771,725 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － － － － 

計 5,955,842 4,815,882 10,771,725 － 10,771,725 

セグメント利益又は 

セグメント損失（△） 
△117,318 394,032 276,713 △421,767 △145,053 

（注）１．セグメント利益又はセグメント損失の調整額 △421,767千円は、各報告セグメントに配分していない全社費

用であります。全社費用は、主に事業セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。 
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（重要な後発事象）

 当社は、平成28年８月３日開催の取締役会において、当社の支配株主（親会社）である株式会社イトーキ（以下

「公開買付者」といいます。）による当社の普通株式に対する公開買付け（以下「本公開買付け」といいます。）

に賛同の意見を表明するとともに、当社の株主の皆様に対して、本公開買付けへの応募を推奨する旨の決議をいた

しました。 

 なお、当該取締役会決議は、公開買付者が本公開買付け及びその後の一連の手続きにより当社を完全子会社とす

ることを企図していること、並びに当社普通株式が上場廃止となる予定であることを前提として行われたもので

す。 

 

１．公開買付者の概要 

(１) 名称 株式会社イトーキ 

(２) 所在地 大阪市城東区今福東一丁目４番12号 

(３) 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 平井 嘉朗 

(４) 事業内容 オフィス家具、設備機器等の製造販売 

(５) 資本金 5,277百万円 

(６) 設立年月日 昭和25年４月20日 

(７) 大株主及び持株比率 

（平成27年12月31日現在） 

㈱みずほ銀行 4.3％ 

日本生命保険相互会社 4.2％ 

日本トラスティ・サービス信託銀行㈱（信託口） 3.2％ 

㈱アシスト 3.0％ 

伊藤 七郎 2.9％ 

イトーキ協力会社持株会 2.7％ 

㈱三井住友銀行 2.0％ 

CBNY DFA INTL SMALL CAP VALUE PORTFOLIO 

（常任代理人シティバンク銀行㈱） 
1.9％ 

伊藤 清子 1.7％ 

イトーキ従業員持株会 1.7％ 

(８) 上場会社と公開買付者の関係 

 

 

資 本 関 係 
公開買付者は、本日現在、当社の発行済株式総数（14,197,438株）の

51.77％に相当する7,350,000株を保有しております。 

人 的 関 係 
本日現在、当社取締役の１名が公開買付者の取締役を兼務しておりま

す。また、公開買付者の従業員４名が当社へ出向しております。 

取 引 関 係 

公開買付者および当社の製品を相互に販売しております。 

具体的には、公開買付者の販売網を活用し、当社の研究施設向け製品

を販売している一方、当社の販売網を活用し、公開買付者のオフィス

施設向け製品を販売しております。 

関 連 当 事 者 へ の 

該 当 状 況 

公開買付者は、当社の親会社であり、当社の関連当事者に該当いたし

ます。 
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２．本公開買付けの概要 

（１）届出当初の買付け等の期間 

平成28年８月４日（木曜日）から平成28年９月15日（木曜日）まで（30営業日） 

 

（２）買付け等の価格 

普通株式１株につき、金240円 

 

（３）買付予定の株券等の数 

買付予定数      6,642,632株 

買付予定数の下限   1,979,000株 

買付予定数の上限       なし 

 

（４）公開買付け開始公告日 

平成28年８月４日（木曜日） 
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